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6 月 13 日の参加者：常廣、山中、後藤、川田、松永、 

岩瀬、小畑、山本、中久木、長井、佐々木、山田、飯野、

原田、森、小林、町田、植野、長嶋    19 名 

 

 

前回のロングスピーチ（6月 13日） 

「ダジャレ、小ばなし、替え歌やるよ、ウクレレ漫談」 
原田 益次さま 

「医者に甘いものを控えるように言われました 

どのくらい控えればいいのッて聞いたら・・・・

とうぶん・・・って言うんです・・・」 

 

「愛し合っていたんです、もうベタベタだった

んです。今、ベツベツです」 

 

「行ってきますと言って外国に旅立つのが 18

才。さようならと言って天国へ旅立つ 81才」 

 

  

前回のロングスピーチ（6月 13日） 

「シニアのためのスマホ講座」 
                森 隆直さま 

１．「スマホの苦手意識」がすっと消える７つの新

発想 

２．スマホの「検索ぐせ」を身につける 

３．体と心の衰えは、スマホでカバーできる 

４．家族・社会とつながるスマホ交流術（ＬＩＮ

Ｅ） 

５．シニアの買い物は、スマホで楽しくラクにな

る 

６．災害のとき必要なのは、まずはスマホです 

７．「デジタル終活」は、スマホ利用者の新常識 

結論：シニアが生活するのに、「スマホの自分に必要な使い方を覚えで、肌身離さ

ず持ち歩くこと」がいいと思います。 
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支 部 長：長嶋秀治 043-261-5832 

発 行 者：長嶋秀治 

編集＆事務局：町田雅和 

267-0066 千葉市緑区あすみが丘  

5-26-7  T/F 043-294-2911 

mac555new@ybb.ne.jp 

参加費 500 円（入会金 1000 円） 

見学料 1 回無料 

開催日と場所 （原則） 

毎月第②木曜日 15：15～17：30 

会場 船橋中央公民館 第 2 集会室 

4 階 

ジョークは暮らしの調味料・ユーモアは人生のかくし味 

210 回船橋ユーモアスピーチ 

2024 年 7 月 11 日（木）3 分間スピーチ 

 スピーチテーマ 「期待」、「暑気払い」 

「自由題」「失敗談」 

ロングスピーチ  

  大塚 親雄さん：「知って得する佐倉惣五郎 

の話」 

川田 茂雄さん：「私の 2度の交通事故」 
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とくに災害時には必ず必要です。（モバイルバッテリーも忘れずに） 

船橋地区では研修を受けた公民館職員が「スマホコンシェルジュ」となり、基本

操作やインターネット検索方法など、スマホの”ちょっとした質問”に答えるサ

ービスを公民館にて実施しているようです。 

 

3 分間スピーチダイジェスト 

テーマ 「終活」「ネタ探し」 
 

中久木 一乘：「タバコの問題 :九つの願い」 

１．タバコの売上げよりも タバコ毒が国民に与える害を考えてほしい。２．タバ

コ事業を外国並みに自由競争にして欲しい。３．健康に関係深いタバコの所轄は厚生

労働省にしてほしい。４．薬物で外国由来であるので、昔通り「タバコ」表示にして

ほしい。 

 ５．World no Tobacco DAY を「世界でタバコのない社会を考える日」と正しく表示

してほしい。（知恵満点の悪訳！＝「世界禁煙デー」）６．「タバコは 20歳になってか

ら」と言う誤表現を止めてほしい。７．受動喫煙の防止をうたう喫煙室はなくして欲

しい。８．喫煙を餌に喫煙者を集め受動喫煙を強要する喫煙室はなくして欲しい。９．

喫煙者を減らす基本原則：「新たな喫煙者を作らない政策」に取り組んでほしい。 

  

山中 昇：「スマホの便利さは十分承知」 

・ロングスピーチでスマホ利用推奨の話があったが、私は、便利さは十分承知のうえ

で、言わば「確信犯」として折り畳み式ガラケイを使い続けている。 

・自宅では、月に 300時間近くパソコンとインターネットを使って仕事しており、そ

の利便性は熟知しているつもりである。 

・しかし、外出するときは、必要な情報（地図、交通機関、近隣情報など詳細に調査）

を怠りなく調べておく。こうすることで計画性と記憶力維持向上が可能。 

・出先で道に迷うなどの不都合に遭遇したら、誰かれ構わず声をかけ、教えてもらう

（生身の人間と交流できる）。 

・スマホを持ち歩く人は概してマナー違反が多い。歩きスマホすると本人もこちらも

危険。会議中や食事中にそちらを優先し失礼な対応をする人が目立つので、自分はそ

うならないように気をつけている。 

・今すぐのこの場で電話対応しなければならない、この情報を調べねばならないなど

というのは、日常生活では皆無に近い。 

 

松永 成三郎「終活に関連して」 

終活は人によりさまざまです。人生百年時代と言われながら、実数はというと 

全国の百寿者は９万２１３９人（厚労省発表）で、うち女性が８万人以上で 88.5% 

を占め、男性は僅か１万５５０人だそうです。最高齢者は大阪の女性で１１６歳、 

男性は千葉県の方で１１１歳です。因みに２０２２年の統計では、平均寿命は女性で 

８７．０９歳、男性で８１．０５歳と２年連続で前年を下回っていますが、これは 

新型コロナウイルスの流行が影響していると思われます。 
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飯野 望「終活」 

閻魔様が夢に出てきて、天国に行くには面白いこと、縁起のいいことを言わないと

いけない 

１．遺言相は何という？ 

・・・・・・・・・・・エンディングノート 

２．葬式は？ 

・・・・・・・・・・・サプライズフェアウェルパーティー 

３．葬式委員長は？ 

・・・・・・・・・・・メイン MC 

４．お経は？ 

・・・・・・・・・・・天国へのバラード 

５．戒名は？ 

・・・・・・・・・・・天国へのログイン ID 

 

町田 雅和：「ネタ探し」 

主なネタの仕入れ先は、落語のまくらと笑点の大喜利です。落語のまくらで、新し 

い小ばなしを披露してくれるのは、勢いのある若手です、特に立川流の若手は斬新な

ネタが多く、ネタ元としては最高です。ですから私は、時々お茶の水の小さな寄席で

開催される立川流の落語を聞きに行ってます。年配の落語家でまくらが参考になるの

は、瀧川鯉昇さんです、落語もうまいけど、まくらも最高という数少ないベテラン落

語家で私の推しです。笑点の大喜利は小道具を使わないお題の時が参考になります。 

 

山田正國：「新京成電鉄」   

 新津田沼駅線は最初現在の前原駅から藤埼台に敷設され、駅名は新津田沼と命名さ

れ更に京成線の車両基地の引き込み線と結合し京成津田沼と結合し、新京成電鉄とし

て、昭和２８年に京成電鉄の子小会社として開業したそうです。ところが京成電鉄の

思惑道理に乗客は京成津田沼乗り換え京成電車を利用せず、乗客数は伸びず。新津田

沼から現在のＪＲ津田沼駅まで徒歩で乗り換える客が殆ど、それで乗客の意向を取り

入れ、前原駅から分岐線を敷設し、現在の新津田沼駅のホームの位置に移り、駅舎は

ホームの西端（現在の三菱 UFG銀行あたり）に設け、ＪＲとは徒歩 1分程度のところ

とした、更に現在のイオンのあるところが京成電鉄の車両基地線と連結し、藤埼台間

の線は廃線とし、新京成の新津田沼駅舎を現在のイトウヨカードーの入居しているビ

ルを新設移転し、現在の新津田沼駅と JR津田沼駅間に十番街商店街が作られた。 

新津田沼駅は全部で４回位移転されたそうです。津田沼周辺の近小歴史でした。 
 

佐々木 由美子「モンゴル旅」 

元、横綱朝青龍の経営する“ゲル”に泊まった。レストランに彼が突然現れ歓迎さ

れた。帰りがけに彼は「ウオッシュレットですよ～」と、手を振りながら退出した。

ところが突然の断水‼ 翌朝、ガイドさんは言った。「日本人は毎日お風呂、遊牧民は

風呂に入りませんね」と、「野外トイレのゲルは、夜中に満天の星が見られますよ」と

も。 私はゲルに何を期待したのか・・・方向性を間違えたが、朝青龍に会えたのだ

から“いい”とした⁉ 
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川田 茂雄：「私の終活」 

今日は『私の終活』の話をさせて頂きます。内容は、私が過去に起こした 2つの交

通事故です。この二つ共に、私が即死してても当然の事故で、車は大破して事故の後

廃車しました。しかし、私自身はかすり傷一つ有りませんでした。   

これ,(大きな絵をボードに添付)は、事故そのものの状況を書いた絵です。  

①一枚目の絵は、私が 27才の時の事故です。 (①②のスピーチ内容は割愛) 

②二枚目の絵は、私が 57才の時の事故です。      

      

詳しい内容は、『来月のロングスピーチ』でお話させて頂きます。   

今日は、『予告編』でした。      

 

長嶋 秀治：「自由題」 

目覚ましにしているラジオからサタデーエッセイの時間に仲代達矢ですの声が聞

こえてきた。今 91 歳と 5 か月、毎日口の体操をやっている、声を出す仕事だから衰

えないようにやっているんです。しかし特別に声を出す仕事でない方も、特にシニア

になると声を出す機会が減り、口のまわりの筋肉が衰えるから是非やっていただきた

いとの弁。 

我々もスピーチの前に口の体操をやっていますが、月に 1回ではなく毎日１回でもや

るように心がけたいものです。 

 

 

    

 

 

 

 

 

予告：8 月 「船橋ユーモアスピーチの会」 

8 月 8 日（木）15 時 15 分～ 船橋中央公民館 5 階 第 9 集会室 

ロングスピーチ 

植野 晏生さん：「大江戸の成立」 

 

 

スピーチテーマ 「パリ・オリンピック」、「免疫力」、 

「自由題」、「失敗談」 


